
本提案における 1人１台端末の活用 

 

Ⅰ 学習形態       □一斉学習      ■個別学習       ■協働学習 

 

Ⅱ 利用するＩＣＴ    ■タブレットＰＣ（□Windows ■Chromebook □iPad） 

             □実物投影機  ■大型提示装置（大型モニター、プロジェクター） 

             □その他 

 

Ⅲ 利用するサービス   ・Google ドライブ   ・Google Jamboad （Googleスライドでも可） 

 

Ⅳ 場面によるメリット（１人１台端末活用のよさ） 

 

 （１）【学びの振り返りと記録の簡易化】 

   端末内蔵カメラとクラウドサービスの Google Jamboad（又はGoogleスライド）を用いることで、写真

やアイデアスケッチ、考えなどを生徒自身で蓄積し、学びの跡を積み重ねることが容易となる。 

生徒にとっての学びの振り返りだけでなく、教師にとっての評価の充実、作業の効率化につなげること 

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【対話的な学びの促進】 

   クラウドサービスの Googleドライブ（共有機能）を用いることで、複数の生徒作品や制作の意図に触れ 

ることができる。生徒同士がフェアに意見を出しやすい状況を作ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 


